
年度

授業の種類 実習 講師名

248回 時間数 495時間 (11単位) 配当学年・時期 必修・選択 必修

〔授業の目的・ねらい〕

〔授業全体の内容の概要〕

〔講師の実務経験〕

〔授業終了時の達成課題（到達目標）〕
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2023 授業概要　

実践的なシミュレーション実習を通し、現場で即戦力となる知識・技術を修得する。
スチューデントラリーの成功。救急救命士国家試験合格。

講義内容

学生個人スキルの把握。新実習班での隊活動

1年次に修得した基本的な手技を基に、実習を通して応用力を身につける。
傷病者に応じて臨機応変な対応が出来、的確な医療機関へ搬送する一連の流れを身につける。

学生や教員作成によるシナリオで想定訓練を実施する。その後学生、教員からのフィードバックで隊活動を振り返る。
次回の隊活動に活かすことができる。

授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ
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特定行為：薬剤投与講義

各班で薬剤投与基本手技練習
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各班で薬剤投与基本手技練習

〃

〃

臨床実習前オリエンテーション
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授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ

回数
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〃

特定行為（薬剤投与）を含めたシミュレーション実習（隊活動）

〃

講義内容
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OSCEに向けて屋外・救急車使用によるシミュレーション実習

〃

患者搬送（エレベーター・階段搬送）

〃

特定行為（薬剤投与）を含めたシミュレーション実習（隊活動）
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臨床実習前オリエンテーション：ガウンテクニック・手洗い方法

〃

OSCEに向けて屋外・救急車使用によるシミュレーション実習
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授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ

回数
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臨床実習終了後、新実習班決定。各班でミーティング

〃

新実習班での復習。現場から車内活動。室内でのシミュレーション実習。
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講義内容
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気管挿管・気管内吸引導入講義・基本手技

各班で気管挿管基本手技練習
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薬剤投与・気管挿管等を含めた想定訓練

薬剤投与・気管挿管等・拡大2行為を含めた想定訓練

〃

〃

各班でブドウ糖溶液の投与基本手技練習

〃
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〃

〃

拡大2行為導入講義・手技：血糖測定・ブドウ糖溶液の投与
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授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ

回数
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〃
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薬剤投与・気管挿管等・拡大2行為・外傷を含めた想定訓練

〃

〃

講義内容

JPTEC復習・手技確認

〃

〃

〃

〃

薬剤投与・気管挿管等・拡大2行為・外傷を含めた想定訓練

〃

〃

集団災害導入講義：CSCSTTT・METHANE・トリアージ

一次・2次トリアージ：START法・PAT法各班で手技練習
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集団災害（多数傷病者）想定訓練

〃

〃

〃

〃

集団災害（多数傷病者）想定訓練

〃

薬剤投与・気管挿管等・拡大2行為・外傷を含めた想定訓練

〃

〃

〃

薬剤投与・気管挿管等・拡大2行為・外傷を含めた想定訓練

〃

〃
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授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ

回数
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講義内容
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集団災害・内因性想定訓練

〃

PA連携を含めた想定訓練開始

〃

外傷想定訓練

〃

JPTEC外傷想定訓練

〃

内因性疾患想定訓練

〃

分娩介助・新生児心肺蘇生法実習

〃

集団災害・内因性想定訓練

〃

内因性疾患想定訓練

〃

外傷想定訓練

〃

集団災害（多数傷病者）想定訓練

〃

分娩介助・新生児心肺蘇生法実習

〃

口頭指導を含めた内因性想定訓練

〃

〃

〃

外傷想定訓練
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分娩介助・新生児心肺蘇生法実習

〃

救急救命処置すべてを含めた総合シミュレーション実習

〃

内因性疾患想定訓練

〃

集団災害（多数傷病者）想定訓練

〃
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授業回数 救急救命士科2年

科目名 シミュレーション実習Ⅱ

回数
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【　準備学習・時間外学習　】

【　使用テキスト　】

【　単位認定の方法及び基準（試験やレポート評価基準など）　】

〃

救急救命処置すべてを含めた総合シミュレーション実習

〃

分娩介助・新生児心肺蘇生法実習
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講義内容
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OSCE。履修規定に準じる。

PSLS・PCEC・PEMECガイドブック へるす出版

第10版救急救命士標準テキスト へるす出版

書籍名 著者名 出版社


